








篠山市でのイモの買い取り価格で計算した粗収益は，拍
動灌水装置による灌水の結果，圃場Aでは23万 4 千円
から40万 6 千円に，圃場Bでは24万 6 千円から56万 7 千
円に増加し，秀品率の向上やひび割れの抑制効果が大き
かった圃場Bが粗収益増加の効果が大きかった．

考　　察
　拍動灌水装置による収量への影響について，試験 1 ，
試験 3 では拍動灌水装置による灌水区は対照区よりも，
収量が増加した．試験 2 では，常にpFが1.0付近で推移
した場合，イモの肥大は対照区よりも小さかった．西
田ら 5 ）は，地下水位が高すぎると，イモは扁平になり，
肥大が悪いことを報告している．また，遠山ら 6 ）は
砂丘地におけるナガイモ栽培において，灌水量が 2 ～
5 L/株/日で灌水量が多いほど直線的に収量が低下し，
根が通気性を要求すると述べている．ヤマノイモは浅根
性であり 4 ），土壌が過湿の場合，肥大が悪くなる特性が
あると考えられる．試験 1 の土壌水分張力でpF1.0以下
である場合，圃場容水量を下回る数値 1 ）で，土壌の気
相が少ない状態であることから，過湿状態であったと推
察され，イモの肥大が抑制されたと考えられる．試験 1
のマルチ＋灌水区では，マルチ栽培をすることにより，
土壌水分の変動が小さくなり，圃場容水量に近いpF1.5
前後で維持されたことから，水分と通気性が維持された
結果，収量が増加したと考えられる．また，試験 3 では
平均灌水量が少ないA圃場の方が灌水による増収効果
は高かった．少ない水量でも土壌の水分が安定していれ
ば，イモの肥大はよいのではないかと考えられる．
　これらのことから，高収量を得るには，過湿にならな
い程度に，安定した土壌水分を維持することが重要であ
ると結論づけられ，拍動灌水装置を使う場合において
も，土壌水分の変動を抑えつつ，圃場容水量が維持でき
る程度の灌水量にすることが必要であると考えられる．
本試験での拍動灌水装置による灌水量は試験 1 ，試験 3
では0.3～0.65L/株/日で行い，好成績を収めたが，試験
2 では 1 L/株/日前後の灌水を行い，イモの肥大が劣っ
た．一方，土壌水分張力は，深さ15cmの位置でpF1.5（圃
場容水量）前後で推移させるとよい結果が得られた．圃
場容水量は圃場ごとに異なるため，このような水管理法
の実現のためには，前もって作付け予定地の圃場容水量
を把握しておく必要があるが，試験結果から，目安とし
て0.5L/株/日前後の灌水量がよいと考えられる．
　イモの秀品率について，西田ら 5 ）によれば，イモに
凹凸ができるのは，土壌が乾燥気味の場合に多い．土壌
水分が少ない場合，通常新根の伸長停止時期とされる 9

月に入っても伸長が続く結果，イモが肥大を続けるため
である．また，福嶋ら 2 ）は種イモの萌芽促進処理をし
て，早く芽を出させたものは秀品率が低く，その原因と
して，イモが大型になったことと，萌芽が早まった結果
として施肥時期が遅くなったためではないかと述べてい
る．本試験では，拍動灌水によってイモの重量は重く，
秀品率も向上したことから，大きいイモの秀品率が必ず
しも低いとは言えない．また，慣行栽培では，降雨や畝
間灌水により，土壌の乾湿が大きく変動しやすいため
に，イモが肥大と生長停止を繰り返す結果，凹凸の多い
イモができるのではないかと考えられる．試験 3 では灌
水量が多めのB圃場では灌水による秀品率の増加効果が
A圃場よりも多かったことからも，乾燥する機会が少な
ければ，イモの形は乱れにくいと考えられる．本試験の
とおり大きいイモでも秀品率が対照区に比べ向上したの
は，拍動灌水装置を使った点滴灌水により土壌水分の変
動が少なくなり，イモの肥大がスムーズとなった結果と
推察される．本試験では検討しなかったが，秀品率に影
響を与える要因としては，さらに肥効の状態も考えら
れ，検討が必要である．
　イモの表面のひび割れについては，試験 3 の拍動灌
水区では対照区よりも少なく，試験 1 のマルチ＋灌水
区や灌水区では対照区よりも少なかった．これらのこ
とから，ひび割れについても，イモの凹凸と同様に，拍
動灌水による土壌水分変動の抑制により，発生が抑えら
れると考えられる．マルチ＋灌水区を灌水区と比較する
と，マルチ＋灌水区の方がpF値が高い．その標準偏差
値（s.d.）も小さく，乾湿の差も小さい傾向がみられ，
ひび割れ率も小さい傾向にあったことから，土壌水分が
ｐF1.5の圃場容水量に近いことと変動の小ささが，ひび
割れの抑制に影響していることがうかがえる．したがっ
て，ひび割れの発生についても，イモの凹凸の発生と同
様に， 9 月にいったん生長停止したイモが再び肥大する
ことにより，発生すると考えられる．
　以上，拍動灌水装置による灌水がイモの肥大，イモの
形及びひび割れに及ぼす影響について検討した．拍動灌
水装置を使った点滴灌水で，土壌水分は変動が少なくな
り，イモの形状は良好となる．灌水量が少ないと形状に
乱れが生じやすく，逆に多すぎる場合には過湿となり肥
大が劣るため，前述したように灌水量は0.5L/株/日前
後に調節することを推奨する．

引　用　文　献
⑴ 　土壌物理性測定法委員会（1975）:土壌物理性測定

法（養賢堂） 116-118

18 兵庫県立農林水産技術総合センター研究報告〔農業編〕第63号（2015）



⑵ 　福嶋昭・岩本政美（1994）：ヤマノイモ（Dioscorea 
opposita Thunb.）の萌芽促進によるいもの肥大：兵
庫農技研報（農業）　42，63-66

⑶ 　福嶋昭・吉川（山西）弘恭（2011）：日射制御型拍
動自動灌水と減肥栽培が夏秋ピーマンの収量並びに品
質に及ぼす影響：農及園　86（5），507-513

⑷ 　池内康雄・柴田進・高見武夫（1968）：丹波ヤマノ
イモの地上部の生育といもの肥大に関する研究：兵庫
農試研報 16，89-90

⑸ 　西田典行・池内康雄（1958）：やまのいもの栽培に

関する研究　第 1 報　地下水位が形状及び品質に及ぼ
す影響：兵庫農試研報　6,35-38

⑹ 　遠山柾雄・竹内芳親・大下真吾（1987）：点滴か
んがい法による砂丘地のナガイモ栽培（第１報）点
滴ホースの種類と散水法の比較：鳥取大砂丘研報　
26,67-72

⑺ 　吉川弘恭・中尾誠司（2010）：ソーラーポンプを利
用した拍動自動灌水装置の組み立て方法：近中四農研
研究資料 7 ，21-31

19竹川昌宏・道下清人・中村雄也：
日射制御型拍動自動灌水装置による点滴灌水が丹波ヤマノイモ (Dioscorea polystachya Turcz.)の肥大と形状に及ぼす影響


